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ご挨拶 ―体操の可能性を探る― 

 

                        日本体操学会 

会長 古川善夫  

 

「セーフコミュニティと体操ネットワーク」をテーマとして、第８回大会

を開催した京都学園大学に７年ぶりに戻ってきました。 

本学会では過去の大会において、「現代に求められている体操とは」、

「０歳から１００歳までの体操」、「音・リズムと動き・からだの関わ

り」、「体操を踊る」、「学校と地域をつなぐ」などなどをテーマに動いて

学び、学んで動いてきました。 

そして、１５回目を迎えた本大会のテーマは「体操の可能性を探る」で

す。子どもの健全な発達と健康で長寿を全うするには、体操は大きな役割を

担っています。 

本大会で体験した体操の可能性を体も心も幸福に感じながら、生活の中に

取り入れましょう。 
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日本体操学会役員 
 

会 長 古川 善夫 理事 荒木 達雄（日本体育大学） 

 （元北海道教育大学旭川校）  今村  悟 

副会長 後藤 洋子（三重大学）    （スポーツ国際交流団体ISPOA代表） 

 長谷川聖修（筑波大学）  亀田まゆ子（NPO法人日本Ｇボール協会） 

 吉中 康子（京都学園大学）  小出 高義（北海道教育大学旭川校） 

理事長 金子 嘉徳（女子栄養大学）  小柳 将吾（日本体育大学） 

副理事長 鈴木 由起子            砂田 真弓（中央労働災害防止協会） 

  （モダントレーニング研究会）  住本 一（NPO法人おもちゃライブラリー) 

常任理事 大塚  隆（東海大学）  関野 智史（筑波大学附属中学校） 

 瀬戸口清文（日本遊育研究所)  春山 文子（実践的身体活動研究会） 

 高岡 綾子（鹿児島大学（非））  檜皮 貴子（駿河台大学） 

 三宅 良輔（日本体育大学）   鞠子 佳香（女子栄養大学） 

 本谷  聡（筑波大学）  監事 沖田 祐蔵（NPO法人日本Ｇボール協会） 

 山田 恵子（自由学園）  河田 美保（実践女子大学非常勤講

師） 

大会組織委員会 

委員長   吉中 康子（京都学園大学） 

副委員長  後藤 洋子（三重大学） 

事務局   金子 嘉徳（女子栄養大学）、鈴木 由起子（モダントレーニング研究会） 

オープニングパフォーマンス 

      吉中 康子（京都学園大学） 

基調講演  後藤 洋子（三重大学） 

シンポジウム 古川 善夫（元北海道教育大学旭川校） 

交流会   本谷  聡（筑波大学）、高岡 綾子（鹿児島大学非常勤講師） 

口頭発表  三宅 良輔（日本体育大学） 

公募研究プロジェクト発表＆ポスター発表 

      長谷川聖修（筑波大学） 大塚 隆（東海大学） 山田 恵子（自由学園） 

リレー体操講習会  瀬戸口清文（日本遊育研究所) 

運営補助 （NPO 法人元気アップ AGE プロジェクト&かめおか元気にし隊&京都学園大学学生） 

横山 慶一・竹下恵都子・赤間フミ子・泉 千栄・後藤 才正・高橋 真弓・高橋 葉子・ 

竹内 和美・仲 志ん・中川 伸子・樋口 延子・久徳 満子・藤本 宏子・藤原 翠子・ 

山口 智子・山崎 文子・湯浅 妙子・可知 穂香・京都学園大学放送局 
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会場案内（最寄駅からのアクセス） 

京

都学園大学の最寄り駅は JR 亀岡駅、阪急桂駅と JR 桂川駅の 3 つ。いずれの駅から

も平日はバスが往復していて、快適に来学できます。 

◎JR 京都駅より約 30 分(土・日おすすめルート) 

JR 京都駅から山陰線（嵯峨野線）に乗車いただき、JR 亀岡駅で下車ください。亀岡

駅より大学行きのバスが運行されています。 

◎阪急桂駅より約 30 分（日曜日はありません。ご注意ください。） 

阪急京都線の桂駅で下車いただければ、土曜のみ同駅東口より京都学園大学直通便

が運行されています。  

◎JR 桂川駅より約 30 分（日曜日はありません。ご注意ください。） 

JR 京都線の桂川駅で下車いただければ、土曜のみ同駅より大学行きのバスが運行され

ています。 

自動車・バイク 

◎京都市西部より約 25 分 

 国道 9 号線を亀岡方面へ。京都縦貫自動車道をご利用なら亀岡インターチェンジ下

車、本学の看板に従い左折いただき、すぐです。 

◎高槻、茨木、池田方面より約 40 分 

 池田・川西・箕面方面からは国道 423 号線を、茨木市方面は府道 46 号線、高槻市方

面なら府道 6 号線を、それぞれ亀岡方面へ向かってください。 

日本体操学会 

第 15 回大会会

場 
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JR 山陰本線(32 番ホーム)・京阪京都交通バス時刻表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学会大会電車バス時刻表 

９/１２日(土) 

＜理事会参加の方＞ 
ＪＲ山陰本線(普通) [亀岡行き]京都駅 9:17 ⇒ 9:48 亀岡駅着(４１０円) 

  京阪京都交通バス 60  9：53 ⇒ 10:03 京都学園大学バス停着 

 ＪＲ山陰本線(普通) [園部行き]京都駅 9：38 ⇒ 10：04  

  京阪京都交通バス 60  10：09 ⇒ 10:19 京都学園大学バス停着 

＜オープニング参加の方＞  

ＪＲ山陰本線(普通) [亀岡行き]京都駅 11:17 ⇒ 11:48 亀岡駅着(４１０円) 

  京阪京都交通バス 60  11：53 ⇒ 12:03 

 ＪＲ山陰本線(普通) [園部行き]京都駅 11:37 ⇒ 12:03  

  京阪京都交通バス  12：08 ⇒ 12:18 京都学園大学バス停着 

＜桂方面の方＞ 
阪急電鉄桂駅東口発 62 10：26 ⇒ 11：00 京都学園大学バス停着  

[帰路]  
＜桂方面の方＞一般公開オープニング・基調講演参加の方 

京都学園大学発 62 15：25 ⇒ 16：00 阪急電鉄桂駅東口着 

＜シンポジウム終了後お帰りの方＞ 

京阪京都交通バス 60 大学バス停発 16：52 ⇒ 17：02 亀岡駅着  

JR 亀岡 17：17 ⇒ 17：44 京都駅着 

京阪京都交通バス 60 大学バス停発 18：15 ⇒ 18：25 亀岡駅着  

JR 亀岡 18：38 ⇒ 19：05 京都駅着 

＜交流会終了後お帰りの方＞   

京阪京都交通バス 60 大学発 20：12 ⇒ 20：22 亀岡駅着  

JR 亀岡駅 20：38 ⇒ 21：05 京都駅着 

９/１３日(日) 

＜8：00 早朝体操参加の方＞ 

ＪＲ山陰本線(普通) [福知山行き]京都駅 6：37 ⇒ 7：02  亀岡駅着 

  京阪京都交通バス 60  7：28 ⇒ 7：38 京都学園大学バス停着   

＜8：40 みんなの体操からの参加の方＞ 

ＪＲ山陰本線(普通) [亀岡行き]京都駅 7：21 ⇒ 7：48 

  京阪京都交通バス 60 亀岡駅発 8：01 ⇒ 8：11 京都学園大学バス停着  

【帰路】 
京阪京都交通バス 60 大学発 12：52 ⇒ 13：02 亀岡駅着  

JR 13：16 ⇒ 13：42 京都駅着 

京阪京都交通バス 60 大学発 13：32 ⇒ 13：42 亀岡駅着  

JR 13：56 ⇒ 14：22 京都駅着 
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ー参加者へのお願いー 

受 付  体育館正面入り口で受付をしてください。事前申し込みをされている方は、資料を

受け取ってください。参加費未納の方は受付でお支払いください。会期中、ネームプレートを

お付けください。 
 

参加費  当日会員 6,000 円(1 日 3,000 円)、学生会員 1,500 円です。 

 

交流会  9 月 12 日（土）18 時 15 分〜  白雲ホール 1 階 LIBRE 

     「会員」の方の参加費には交流会費が含まれておりますが、それ以外の方は交流     

会費 1,000 円になります。当日の参加申し込みも受け付けます。 
 

年会費  年会費の納入、届け出事項の変更、入会希望等に関しましては、受付でお尋 

ねください。 
 

論文投稿 オンラインジャーナル「体操研究」への投稿に関しましては、本部窓口にお 

問い合わせ下さい。 
 

その他  ・貴重品の管理は各自でお願いいたします。 

     ・施設内は禁煙です。喫煙は指定の喫煙場所でお願いします。 

     ・昼食は各自でご用意下さい。 

情報コーナー 講堂ホワイエに情報コーナーを設けます。 

   展示できる期間は 12 日（土）12 時〜13 日（日）12 時 30 分までです。展示、片 

付けは各自でお願いいたします。 

ー口頭発表者へのお願いー 

準 備  前日（12 日）12:30～13:30、18:15～19:45 に本部の PC にデータを保存して 

ください。 

発表時間 口頭発表の発表時間は 12 分、質疑応答は 3 分です。10 分でベル１、12 分で 

     べル 2、15 分でベル 3 回とします。スムースな進行にご協力ください。 

     公募研究の発表時間は 15 分です。質疑応答はポスター発表の時間帯で個別 

行うことができます、十分にご活用ください。。 

ーポスター発表者へのお願いー 

掲 示  ポスターの掲示は前日（12 日）12 時 30 分〜本番までの間にお願いします。 

発 表  各演題毎に２分間のコンパクトプレゼンテーション後、フリーディスカッシ 

ョンとします。片付けは 13 時までにポスターを撤去してください。 
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期日 時間 プログラム 会場 備考

9月11日 18:00 常任理事会 京都学園大学体育館講義室 (吉中・鈴木)

（金）

9月12日 10:30 理事会 京都学園大学体育館講義室 (金子・鈴木)

（土） 12:30 受付 体育館1階正面玄関 (鈴木)

13:00 オープニングパフォーマンス（集合写真） 体育館アリーナ (吉中)

13:30 挨拶･連絡事項 悠心館Y25 (後藤)

13:45 基調講演：田辺　親男氏

15:00 (古川)

16:40

16:40 (金子・鈴木)

17:10 総会

18:25

移動

18:30
交流会
（19:45終了予定）

8:00 元気アップ体操 体育館アリーナ

8:30 (鈴木)

8:40 (吉中)

8:45 （１）口頭発表 (三宅)

9:30 （２）公募プロジェクト研究発表 (大塚）

10:00 （３）ポスター発表 (山田)

11:00 （４）リレー体操講習会 (瀬戸口）

12:15 （５）閉会式 (高岡）

　　　集合写真 (吉中)

（12：30終了予定）

・学会本部 体育館講義室

9月13日
（日）

白雲ホール1階LIBRE

日本体操学会第15回大会日程

体育館アリーナ

「体操の可能性を探る―健康長寿と予防医学ー」

シンポジウム『体操の可能性を探る－子どもの望ましい発達と健康長寿へのアプローチ』

佐藤　豊「子どもの望ましい発達とICTの活用」(鹿屋体育大学　教授)
金子嘉徳「地域の健康と体操の可能性」(女子栄養大学　教授)
鈴木玲子「震災復興と体操の可能性－心と体にやさしい体操－」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東北福祉大学　特任准教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　悠心館Y25

ラジオ体操お国言葉編

受付

（本谷）
（高岡）

特別企画「2015年世界体操祭報告」
荒木達雄（日本体育大学）

　悠心館Y25
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＜9月 13 日（日）＞オプション ８：００～かめおか元気にし隊の早朝体操 

高齢者の健康維持に１０年前からスタート。「かめおか元気にし隊」はドイツで開催されたツルン

フェストで実施されていた『早起き鳥のつどい』にならったもの。早朝体操教室は１０年目を迎えた。 

 プログラムは吉中オリジナルのマルチ元気アップ体操。 

8：40- ラジオ体操を関西弁で実施します。ラジオ体操第１お国言葉編 TECD20609 

8：45-  （１）口頭発表 

①ジョギングと体操が運動と食生活意識に及ぼす影響 

 筒井 孝子 (東京女子体育大学) 

②リズム体操を含む多要素複合プログラムが高齢者の体力に及ぼす効果 

 渡邊 裕也(京都学園大学) 

③イタリア、マールスにおけるスポーツ・フォーラム 

 古川 善夫(日本体操学会) 

9：30-  （２）公募研究発表 

①幼児における Gボールとのファーストコンタクト 

 田村 元延（常葉大学） 

②モダントレーニング研究会のあゆみ～研究会の活動から見えてくること～  

 鈴木 由起子（モダントレーニング研究会） 

10：00-   （３）ポスター発表 

①亀岡市太田保育園児における体力と身体活動量 

 青木 好子(京都学園大学) 

②教材事例「タコボール」の教育的価値について 

～運動が好きになる子どもたちの実態に実践現場から検証を図る～ 

 藤巻 裕昌 (名古屋女子大学) 

③児童の転倒予防を目的とした「体のバランスをとる運動」の実践研究 

 檜皮 貴子(新潟大学) 

④大学授業におけるラート初心者への指導試案 

-引っかけ技術とその補助法の観点から- 

 大塚 隆 (東海大学) 

⑤多世代が安全・ダイナミックに活用できる大型ボールの新しい利用方法の試み 

 大竹 佑佳(女子栄養大学) 

⑥地域の中高年者を対象とした運動教室参加者の体力・ADL・QOL について 

 金子 嘉徳(女子栄養大学) 

⑦高齢化が進む団地における住民の健康づくりと 

コミュニティの形成・活性化を目的としたサロンの検討 

 池田 志帆(女子栄養大学大学院) 

⑧日常生活が自立している中高齢者の歩行中の掛け声と歩行リズムの関係 

 續田 尚美(同志社女子大学) 

⑨高齢者を対象としたマルチ体操プログラム実施中の心拍応答 

 吉中 康子(京都学園大学) 

⑩NPO 法人による継続的な地域介護予防システムの構築 

 横山 慶一 (京都学園大学) 

11：00-  (４）リレー実技講習会  

One for All,All for One、体と心に響く体操 

(幼児の体操、コミュニケーション体操、第 3ラジオ体操、みんなで交流) 

〇瀬戸口清文（日本遊育研究所）、〇後藤洋子(三重大学教授)  

〇三宅良輔(日本体育大学教授)、〇吉中康子(京都学園大学教授）   

12：10-  （５）閉会式 
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オープニングパフォーマンス 

テーマ 「幼児から高齢者までの体操」 

のびのびはだしっ子 

社会福祉法人愛嶺福祉会 

太田保育園  園長 鈴木 格夫 

＜園の概要＞ 

 １９８０年４月開園、早朝７時から延長１９時までの保育を行い、現在２００名が在籍。 
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＜保育方針＞ 

 暖かな家庭的雰囲気の中で、自然に親しみ、丈夫な身体と豊かな心を持った、明るいこどもを 

育てる。 

    ＊ はだしと薄着で元気な子     ＊ 善悪のわかる子 

    ＊ 挨拶がきちんとできる子     ＊ 話がきちんと聞ける子 

    ＊ しっかり食べる子          

当園は、都市周辺の農村集落の一角にあり、山、田んぼ、畦道、小川、野の花、虫、カエル、 

 ザリガニ、お寺等の恵まれた環境にあり、自然との触れ合いの中で、子ども達が心身共に豊か 

な成長を育んでいくことを目標とし、健康な身体作りに取り組んでいる。 

   ＊ はだし保育 ・・・水、砂、泥などを踏み、足の裏に刺激を与えることで気持ちを開放させ、

土踏まずも形成される。また、脳にも良い刺激を与えることで、頭と体がバラン

スよく成長できることから、1 年を通して行っている。 

   ＊ とこなげ登山・・・自然に触れながら、足腰が強くなるよう、月に１回、１～５歳児が脚力に

応じて行っている。 

   ＊ とび箱   ・・・５歳児が 1 年を通して練習をし、運動会と卒園式で一人一人に合った高さ

のとび箱を跳んで披露する。 

高さを競うのではなく、練習の過程を大切にし、悔しさや嬉しさを子ども同士が

共感できる取り組みをしている。 

＊ スカイバルーン・ダンス   

・・・５歳児の運動会の種目として取り組んでいる。お花、メリーゴーランド、

おまんじゅう、サーフィン、花火等の技を曲に合わせ、子どもと職員が息を合

わせ、心を一つにして演じる。又、太鼓や笛の合図で隊形を変え、組体操を取

り入れたダンスも披露し、のびのびとした子どもの一生懸命な姿は感動的であ

る。 

かめおか元気にし隊 

 平成 18 年に京都学園大学研究助成で「高齢者の心

身機能低下予防研究」が採択され、亀岡市と協働で

亀岡スタディの前に高齢者の運動介入研究が立ち上

がりました。この研究に参加した市民の有志がウォ

ーキングだけでなく、日常的に体操を継続したい

と、自主的なサークル立ち上げの申し出があり、結

成となりました。 

 体操文化を亀岡市に根付かせること、体操を通じた国際交流、健康づくりの普及を目的に発足したのが

『かめおか元気にし隊』です。介護予防サポーターの 1~６期生となったメンバーや亀岡市のゆるきゃら

「かめまる体操」のキャラバン隊メンバーでもあります。そして、早朝の健康体操教室は、介護予防 AGE

サポーターのスキルアップの場ともなっています。 

 週１回体操を楽しむ、大阪バイオレットクラブ有志、かめまる体操キャラバン隊も参加します。 
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NPO 法人元気アップ AGE プロジェクト 

健康増進や介護予防には運動が有効で

あるとはわかってきましたが、地域展開

や継続的な活動にどのようにつなげるか

は、多くの自治体を悩ませている問題で

す。医療費や介護保険料を下げ、介護を

予防できるというエビデンス（科学的根

拠）のあるプログラムがあるのか？ 誰

がリードするのか？継続していくための

プログラム、人、それにかかる経費など

の課題が山のようにありました。 

亀岡スタディグループは、このような

課題の解決を目標として、京都府・亀岡

市・京都府立医科大学・京都学園大学・

京都府栄養士会・京都府歯科衛生士会・

亀岡の市民団体など、行政・研究者・市民の三者共同の仕組みで平成 23 年に発足しました。 

 平成 24 年から 25 年にかけて、地域在住の高齢者を対象として体力測定と運動教室・自宅での運動

を実施し、それを支える介護予防サポーターの養成を亀岡市と京都学園大学が協働で年 2 回養成講習

する仕組みができました。京都式介護予防総合プログラムを広めるため、平成 26 年 3 月に NPO 法人

元気アップ AGE プロジェクトという組織を立ち上げました。 

NPO 法人元気アップ AGE プロジェクトは、体操と運動を通して、地域の高齢者の元気作りをサポ

ートする活動をしています。体操をすれば、気分爽快になるだけではなく、体力も維持向上し、脳細

胞も活性化して認知力も高まります。転倒もせず、認知症も介護も遠ざけ、いきいき動ける 90 歳、元 

気な１００歳を目指すのも夢ではありません。 

体操で健康になった私たちが、今度は地域の 

皆さんに体操の効果と楽しさを伝え、一緒に 

健康づくりに取り組めば、その輪がきっと広 

がって、地域の活力につながることでしょう。 

地域の皆さんの笑顔と「楽しかった」「あり 

がとう」の言葉をエネルギーにして、介護予 

防と健康づくりの輪をこれからも広げていき 

たいと思っています。 

 

 AGE サポーターのスキルアップ講座(月１回) 

介護予防サポーター養成講座(亀岡市委託事業年２回) 
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花園大学新体操部のプロフィール 

花園大学新体操部は北海道から九州まで、日本各地から集まった男子 24 名女子 8 名の 32 名 

で活動しています。 

2013 年度の全日本新体操選手権大会においては男子団体総合で念願の初優勝を飾ることがで 

きました（2014 年度は準優勝）。男女ともに週 6 日 4 時間～8 時間、練習に取り組んでおりま 

す。 

 競技大会以外でも 2013 年のＷＢＣ、ワールドベースボールクラシック第 1 戦、オープニングパ 

フォーマンスへの出演や、2014 年ロシア、モスクワで行われましたフェスティバルアリーナとい 

う新体操フェスティバルでの演技披露、本年はラスベガスで行われましたシルクドソレイユの 

「ONE NIGHT for ONE DROP」への出演や、GYMNASITIC ART FESTA「DOOR」への出演 

等、精力的に活動して参りました。 

今後も更なる高みを目指し、新体操の持つ可能性を広げられるよう部員一丸となって取り組ん 

で参ります。 

 

『過去の成績』 

2011 全日本新体操選手権大会団体 2 位 、 全日本インカレ個人優勝 菅正樹 

2012 全日本インカレ団体 2 位  、 個人優勝 菅正樹、2013 全日本新体操選手権大会団体初優勝 

2014 全日本新体操選手権大会団体準優勝、2015 全日本新体操選手権大会団体準優勝 

『シルク・ドゥ・ソレイユで活躍中の卒業生』 

谷本竜也 たにもと たつや、北村将嗣 きたむら まさし、石井勝也 いしい かつや 

田原丈嗣 たばるじょうじ、遠藤竜馬 えんどう りょうま、菅 正樹  すが まさき 
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基調講演（13 時 45ー14 時 50 分京都学園大学 悠心館 Y25） 

田辺 親男  (たなべ ちかお)  
所 属   学校法人京都学園 理事長 

      （親友会グループ・会長） 

 

 

 

 テーマ 

 「体操の可能性を探る―健康長寿と予防医学の取組みー」 

 

 

 

 

 

   

 

(プロフィール) 

親友会グループ・会長、京都府立医科大学・臨床教授、ハーバード大学アジアセンター・シニア

フェロー。1972 年、京都府立医科大学卒業 1979 年医学博士号取得。循環器専門の島原病院を設

立後、御池クリニック等人間ドッグ・画像診断をはじめ、京都メディカルクラブ（会員制メディカル

フィットネスクラブ）、ホスピス、メンタルクリニックなど京都・大阪に 13 事業所を運営する。 

2012 年学校法人京都学園・理事長に就任。2015 年太秦キャンパス開設とともに健康医療学部

を開設、実践的教育をより重視した新・京都学園大学づくりに取り組んでいる。 
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「体操の可能性を探る―健康長寿と予防医学の取組みー」 

学校法人京都学園・理事長 

田 辺 親 男 

 

Ⅰ. 日本人の DNA と体型 

 

 

Ⅱ. 京都メディカルクラブ 25 年の分析 

 

 

Ⅲ. 運動は本当に健康に良いのか？ 
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シンポジウム（15 時ー16 時 40 分京都学園大学 悠心館 Y25） 

『体操の可能性を探る－子どもの望ましい発達と健康長寿へのアプローチ』 

 

 

佐藤 豊  (さとう ゆたか)   

e-mail;                y-sato@nifs-k.ac.jp 

所 属   国立大学法人 鹿屋体育大学 スポーツ人文・応用社会科学系教授 
 
 

 

 

テーマ 

 「タブレットのある体育授業からの最新事例」  

 

 

 

 

 

 

 

 

(プロフィール) 

 

高校保健体育科教員、県指導主事を経て文部科学省教科調査官として現行学習指導要領改訂及

び解説の編集を担当。平成 23 年より鹿屋体育大学教授、単元の構造図による効率的・効果的な

評価、体つくり運動アプリの開発、大学・教育行政・教員のネットワーク構築等の研究等。 
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「タブレットのある体育授業からの最新事例」 

 

   佐藤 豊 教授 

鹿屋体育大学スポーツ人文・応用社会科学系 

１． はじめに 

子供の運動習慣の二極化への対応として、2009 年改訂の中学校学習指導要領では、「目的に応

じて運動の計画を立てて取り組むこと」が指導内容として示されるとともに、指導する時間数の

目安が示されるなど授業の充実が求められている。体つくり運動「体力を高める運動」は、単に

測定可能な体力を高めることに重点があるのではなく、「体力を高めることのできる能力」の育

成が求められるが、実際には、技能の評価をせず、思考力・判断力を育成する授業づくりの困難

さを訴える教師も多い。 

また、現在では、学校における ICT 機器の活用が各教科で求められている。文部科学省の「教

育の情報化ビジョン」では、学校における ICT 活用イメージとして、「生徒の一斉、個別、協同

学習の推進」、「教師の指導の充実」、「学習評価情報の効果的収集」の 3つの視点を挙げてい

る。さらに、中央教育審議会の現在の論議では、教科において思考力・判断力・表現力を促すア

クティブ・ラーニングの充実を求めている。 

このような、様々なニーズに対応する授業充実の方策として、体つくり運動におけるタブレッ

トの活用があるのではないかと考え、学校体育事例集第 7集「体つくり運動」に準拠した「体つ

くり運動アプリ」の開発を 2012 年より行ってきた。 

 

２． タブレットを活用した体つくり運動の実際 

体力を高める運動は、①小学校 1年～4年、②小学校 5年～中学校 2年、③それ以降という 3段

階で指導内容がシフトする。本アプリは、体力の構成要素が明確となる②～③の時期を対象とし

て 4つのプログラムを開発している。 

 開発したプログラム（エピソード 1.2）を現職教員研修及び免許更新講習、教師教育、中学校 4

校、高等学校 2校で検証授業を行い、その効果と可能性について検討した。 

 実施した現職教員からのインタビュー調査等からは、学習者の反応は好意的であり、授業の実

施が容易になる等の回答が見られた。一方、体つくり運動の授業理解の必要性、タブレット操作

の理解、マネージメントの工夫、生徒交流の工夫などの指摘が課題として挙げられた。また、経

験年数 1年と 25年の教師による形成的授業評価の比較では、経験の浅い教師の授業評価は、25年

の教師に比べて低い傾向が見られたことから、活用する側の指導スキルによって効果に違いが生

じることも示唆された。 

 鹿屋体育大学におけるタブレットを活用した体つくり運動の模擬授業（41 名）においては、体

つくり授業のイメージ、体つくり運動のねらいと効果の理解、タブレットの操作・運用の仕方に

認識を高めるなどの効果が見られ、教師教育への活用の有用性も見られた。 
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金子嘉徳（かねこよしのり） 

 

所 属 女子栄養大学実践運動方法学研究室・教授 

 

主な研究  

    生活習慣病の一次予防・介護予防の運動方法・用具開発 

    公園での健康づくりに関する研究 

テーマ 

 「地域の健康と体操の可能性」 

― 超高齢社会における体操の意義 ― 
 

 

 

(プロフィール) 

日本大学大学院文学研究科教育学専攻博士後期課程修了、 東京理科大学講師、国立身体障害者職

業リハビリテーションセンター講師、女子栄養大学助手を経て、現職 

主な著書 

   「栄養と料理」連載「STEP  UP  運動習慣」女子栄養大学出版部     

      介護予防の運動指導 DVD「エンカサイズ」テイチクエンタテイメント全 9 巻 

      改訂 健康管理論 建帛社 

主な社会貢献活動 

     1993 年より （財）健康・体力つくり事業財団「健康運動実践指導者」実技審査委員 

      1996 年より （財）日本体育協会「スポーツ指導員」実技審査委員 

   2015 より  坂戸市健康なまちづくり審議会会長（現在に至る） 

 市民活動 坂戸市民健康づくりボランティア「元気にし隊」 代表：平成 15 年～25 年度  

運動指導、介護予防運動指導員養成講座の創設 

 坂戸市「地域健康運動リーダー」越生町「運動サポーター」  

 その他（これまでに創案してきた「ご当地体操」多数 

 川越市「芋美（かんび）体操」、坂戸市「坂戸リフレッシュ体操」、毛呂山町「もろやま体

操」、高麗郡建郡 1300 年記念事業「高麗美舞（びまい）体操」、沖縄県久米島町「へちま体

操」、 

埼玉県美里町「ミムリン体操」「ミムリン・エアロビダンス」 

「埼玉県ふるさと創造資金」による「ふりこまないで体操」 
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超高齢社会における体操の意義 

女子栄養大学 金子嘉徳 

 

1．今、体操は何を求められているのか？ 

○今日の日本は超高齢時代を迎え、健康長寿の延伸が重要な課題となっている →フレイ

ル理論に対応した体操の創案 

○「2025 年問題」 

→団塊の世代が後期高齢者（75 歳以上）に達するため介護・医療費の 急増が懸念され

る 

 

2．体操の可能性を広げる 

○ダイバーシティー（多様性）のある体操でのバランスのとれた健康づくり 

○体操による動くことの喜びの共有と、コミュニティ活性化による健康の維持 

○多（他）領域とコラボによる体操の可能性拡張 

→多領域との共通言語の必要性 

 

3．実践活動報告 

○地域の中高年の健康づくりをサポートする「ニュースポーツ大学」 

○高齢化した団地の住民の健康づくりとコミュニティの再生に取り組む「さわやか運動サ

ロン」 

○身近な公園での健康づくり「タイ・ルンピニ公園」 

→体操方法・運動用具の開発・普及、体操（運動）環境の検討 
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鈴木玲子（すずき れいこ） 

 

 

所 属 東北福祉大学 特任准教授 

 

 

テーマ 

 「震災復興と体操の可能性－心と体にやさしい体操－」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(プロフィール) 

日本女子体育大学体育学部卒業 東北福祉大学大学院総合社会福祉学研究科修士課程修

了 社会福祉学修士 東北福祉大学特任講師を経て平成 23 年より現職。NPO 法人健康

応援・わくわく元気ネット理事長。 
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図１ 園児と高齢者の運動教室 

「震災復興と体操の可能性－心と体にやさしい体操」 

 

特任准教授 鈴木玲子  

東北福祉大学予防福祉健康増進推進室 

１． はじめに 

 被災地における運動支援は平時の介護予防運動指導のアプローチとは異なり、その支援先の状

態に合わせた目的と方法が求められてきた。その時の環境に合わせ、その時最善であろうと思う

プログラムで構成してきたが、一貫して心にとめていたのは、和やかな雰囲気づくり、参加者同

士の仲間づくりへの発展、新たなコミュニティの構築を意識したプログラム構成であった。ハイ

リスクな環境の中でどのような活動を実践し、また被災地ニーズから生み出されたコンテンツに

ついて報告する。 

 

２． 運動の役割と内容 

急性期の避難所においてはエコノミークラス症候群の予防、誤嚥性肺炎の予防としての口腔体

操、ロコモティブシンドロ－ムの予防と改善、ストレスの緩和、そしてコミュニケーションツー

ルとしての役割を担っていた。急性期は 15分前後で終了する内容とし、その会場に合わせた実

践方法を選んで行った。仮設住宅へ移行してからは 60 分～90 分の運動教室として実施すること

が可能となり、10分前後で終了するレジスタンストレーニング

のダンベル体操をプログラムの柱として構成した1。会場優先で

あるため、苦肉の策で保育所を活用し園児と合同の運動教室も

生まれている（図１）。また、研究教育機関、NPO 法人の復興

支援、ロコモアドバイスドクターとの連携によりマンパワーも

プログラムも充実し、スクエアステップ運動、ボールエクササ

イズ、オリジナルソングに合わせたロコトレ体操などでプログ

ラムを充実させることができた。 

 

３．まとめ 

家庭環境、社会環境の変化から生活不活発病に陥る高齢者が増加していることが懸念されて 

いる。 

運動教室はその根本的解決策にはならないが、健康状態の把握、閉じこもりの防止、メンタル 

ヘス、ロコモ対策など定期的な運動教室の開催が必須の事業となっている。今後も現地の介護予

防運動サポーターとともに効果的で心地よい運動支援を展開していきたい。 

 

                                                      

1 鈴木正成：実践的スポーツ栄養学，pp151－181，文光堂，2006． 
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荒木達雄（あらき たつお） 

 

所 属 日本体育大学 教授 

 

 

 

第 15 回 世界体操祭 15th World Gymnaestrada は２０１５年７月１２日～１８日ま

でフィンランドのヘルシンキで開催されました。 

●5 大陸、50 ヵ国、21,000 名の参加者 

●7 日間の大会期間、700 チームが 200 時間に及ぶ演技を展開 

●30 ヵ国 約 2,000 名の有志が国際集団演技を披露 

●「日本の夕べ」出演チーム  

国士舘大学新体操部、T.G.S.、JJGTO、真美フレッシュ体操、元気クラブ、 

筑波大学体操部、町田市リズム運動サークル、日本体育大学体操部、 

International Old Boys、ハローフレンズ イノア、全日本自然運動連盟 

 

 交流の時間に、この間のトピックスを紹介します。 

 

追記  

2017 World Gym for Life Challenge Norway 

26-30 JULY 2 017 

 オスロより列車で 1 時間 45 分に位置する、Vestfold のコンヴェンション・センター

で開催される。 

センターには 6,000 名収容可能なコンドミニアム様式の宿泊施設も含まれている。自然

溢れるノルウェー最大のリゾート地での、体操イベント。 

 

(プロフィール) 

1954 年、大阪府生まれ。77 年、日本体育大学体育学部体育学科卒業。現在は大学業務のほか、

（財）日本体操協会常務理事、国際体操連盟(FIG)一般体操委員会副委員長として、国内のみならず、

海外でも体操の普及と指導員の要請に従事している。また、体操イベントの開催等幅広い視点で体操

の啓発に努めている。 

 

特別企画「2015 年世界体操祭報告」 
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口頭発表 2 
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体操コード：609 

口頭発表 3 
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ポスター01(キッズ分科会) 
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ポスター０３ 
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ポスター０４ 
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「動いて学び、学んで動く会」として 

平成 13 年に創設 
第 11 回学術研究集会 平成 28 年 3 月 27 日(日) 鹿児島県 

第 16 回学会大会 平成 28 年 9 月 10 日(土)・11 日(日) 

鹿児島県霧島市自然ふれあいセンター 

日本体操学会事務局所在地 

〒350-0288 埼玉県坂戸市千代田 3-9-21 

女子栄養大学 実践運動方法研究内 

 

会費の振込先 

日本郵政グループ 

振込先：00200-6-40578 

口座名：日本体操学会 

(入会金:３，０００円、年会費:３，０００円） 


